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グループ 身　長（cm） 体　重（1｛9） BMI







































































































































































運動をする 間食をしない 量を減らす 限られた食品 　　　1Hぺない 回数を減らす
10 3（2．1％） 2（66．71垢）2（66．7％） 4
11 1（0．7％） 1（100％）1（100％） 2
12 6（4．2％） 5（83．3％） 3（50、O％） 3（50．0％） 3（50．0％） 14
13 12（8．4％）9（75．O％） 2（16，7％） 7（58．3％） 2（16．7％） 20






16 36（25．2％）19（52．8％）18（50．O％）8（22．2％） 3（8．3％） 1（2．8％） 4（1L1％）53
17 20（14．0％）12（60．0％）8（40．0％） 7（35．0％） 1（5．o％） 1（5．O％） 29
工8 4（2．8％） き（75：0％） 2（50．0％） 2（50．O％） 7
総計 143 91（63．6％）61（42．7％）5G（35．O％）17（11．9％）8（5．6％） 7（4．9％）234
表7．ダイエット開始年齢とダイエット経験回数
移暴始 ダイエット回数
庫齢 1 2 3 4 5 6回以上
10 1 （33．3％） 1（33．3％） 1（33．3％）
11 1（100％）
12 1（16．7％） 2（33．3％） 2 （33、3％） 1（16．7％）
13 2（16，7％），2（16．7％） 4（33．3％） 1 （8．3％） 2（16．7％） 1（8．3％）
14 7（25』％） 5（17．9％） 9（32．1％） 2 （7．1％） 5（17．9％）
15 7（212％）11（33．3％）7（212％） 11（3．O％）
2（6．1％）　㌣ 5（152％）
16 7（19．4％）工2（33．3％）10（27、8％） 2 （5．6％） 3　（8．3％） 2（5．6％）
17 11（55．G％）8（4G．O％） 1（5．0％）
ユ8 4（100％）
TOTAL38（26．6％）39（27．3％）33（23．1％）9 （6，3％） 15（10．5％） 9（6．3％）
一56－・
女子大学生の体型認識とダイ＝ヅト経験に関する研究
発育段階でのダイエットによる弊害などの情報
提示をどのように行うかが今後の課題といえ
る。
た。開始年齢が低いほど、ダイエット回数が
有意に多いことがわかった。
文 献
ま　　と　　め
　女子大学生を対象に、現在の体型と理想体型
との関連、ダイエット経験とその方法、回数、
開始年齢などを求め、健康教育を行う上での資
料を得ることを目的とした。本研究により次の
ことが明らかになった。
1）女子学生が理想とする平均的な体型は、身
　長162．1　cn、体重47．4kgが求められた。
　BMIを求めたところ、18．1「痩せ領域」とな
　り、極めて痩せ願望が強いことがわかった。
2）BMI判定別にみた理想とする体型は、肥満
　群でBM工20．52の標準域を理想としていた。
　標準群はBM工18．47、痩せ群はBMI　17．52
　の痩せ域を理想としていた。痩せ群に12．2％
　の女子学生が、体重を増やしたいと思ってい
　る学生がおり、女子学生全員が、痩せ願望が
　強いということではなかった。
3）有効回収者の51．4％がダイエット経験者
　であった。標準群において高い割合でダイ
　エット経験をしていることがわかった。
4）ダイエット項目としては、63．6％が「運動
　をする」次いで42．7％が「間食をしない」
　35．O％が「量を減らす」を挙げている。ダイ
　エット経験としては好ましい結果といえる。
5）ダイエット開始年齢は、中学校卒業までに
　58．O％がダイエヅトをしていることがわかっ
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注）本来、ダイエットは美容・健康保持のため
に食事の量・種類を制限することの意味で用い
るe本研究では、一般的な概念として運動（エ
クササイズ）を含めての総称として用いられて
いるため、質問内容には区別せずに「ダイエッ
ト」として使用した。
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